
「食道がん外科診療-多職種チーム医療と働き方改革-」

わが国における食道がん外科治療例は年々増加傾向にあるが、この10年で高齢患

者の割合が増加しつつも周術期死亡率と長期予後は大きく改善した。この理由として、

胸腔鏡下手術やロボット支援手術のような低侵襲手術の普及と多職種チーム医療に

よる周術期管理の向上、施設の集約化、集学的治療の進化が挙げられる。近年、外

科医の減少や外科離れが指摘される中、当科では全国に先駆けて働き方改革を積

極的に進めている。ワークライフバランスを重視した環境整備により、教室員が心身の

健康とやりがいを維持しながら、患者さん一人ひとりに寄り添い、質の高い医療と研究

に専念できる体制を整えている。

浜松医科大学 外科学第二講座
教授 竹内 裕也 先生

日時：令和７年２月28日（金）１７:３０～１８：３０

場所：総合医療センター５階 カンファレンス室１ 座長 山辻 知樹

※大学院生で講義として受講する場合は必ず教務課（大学院）へ問い合わせてください。

《皆様のご来聴をお待ちしております》


